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Nettipakarana源 泉 資 料 考(1)
神 田 隆 司
本 稿 は,南 方 上 座 部 大寺 派 所 伝 の パ ー リ語 文 献 の中 で 特 異 な 内容 を 有 す るNettipakarana(=Nett.)に 引 用 さ れ る韻
文 を パ ー リ ・サ ンス ク リ ッ ト文 献 等 の対 応 資 料 と比 較 検 討 し,そ の 結 果 を対 照 表 に整 理 して,Nett.の 総 合研 究 の為 の 一
資 料 に 加>xよ うとす る もの で あ る 。 なお,Nett.所 引 の散 文 に つ い て の詳 細 は 拙 稿rNettipakarapaに お け る二,三 の問
題 点 」(『 仏教 史 学 研 究 』27巻2号)を 参 照 され た し。
(註 記)
①*は 備 考 で 問題 点 を 指 摘 す る 印 を示 す 。
②variant(=var.)の 指 摘 は パ ー リ文 献 を 中心 とす るが,種 々の 細 か な 点 は省 略 し,必 要 と思 われ る点 のみ を 簡 単 に
記 す に 止 め る。
③ パ ー リ文 献 の略 号 はCriticalP稷iDictionaryepilegomenatovol.1,Copenhagen1948の 表記 に従 い,サ ンス







④ 文 献 の数 字 は 主 と して巻 ・頁 数 で あ るが,Dhp,Sn,GDhp,HDhpは 偈 の通 し番 号,Uvは 章 ・偈 の 番 号 で掲 げ
た。 パ ー リ文 献 は 主 と してPTS.版 に よる。
⑤ 表示 され た 対 応偈 は2句 以 上 対 応 す る もの に 限定 す る。
⑥ 本対 照 表 は 筆 者 が 附 した通 し番 号 の うち 〔42〕 まで の報 告 で あ る 。
番号
1
2
3
4
5
6
7
S
9
10
11
12
頁 ・行
5.22
6.1
6.6
6.10
6.15
6.20
6.25
6.32*
6.32*
6.33
7.2
7.5
P稷i
Sn766;NiddI3;JaIV172
ab)Pet45;Vism378
Sn767;NiddI3,5;Pet9;Vism576;
SpkI32
Sn768;NiddI6,10;Th457;Pet46
Sn769;NiddI10,12;Ud-a120
ab)JaIV240
Sn770;NiddI12,18
Sn771;NiddI18,22
Pet44
ab)JaIV55
acd)Th303;JaI31,IV54,496;
Dhp-aI99,IV105
Dhp277;Th676;Kv531;Vism2;
Dhp-aIII405;PjI78
Dhp278;Th677;Kv531;Dhp-aIII
406;PjI79
Dhp279;Th678;Kv531;Pet44,52,;
Dhp-aIII407;PjI80
Ud50
Sn1119a-d;NiddI438a-a;Ap488a-a;
Kv64a-d;Vism656a-d;Pet45
Skt.
Alcbh9
備 劃
cd)UvXVI6,8;HDhp21
UvXXX6;MvuII80f.*
acd)UvXXX7;HDhp227,
228
ほぼ一致
U・XII5・HDhp373・GDh・ 略 弓i
106
UvXII6;GDhp1071略 引
UvXII8;HDhp374;GDhp
108
UvXXVIII131
1}
17
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
10.26
11.s
11.33*
12.5
12.26
13.22
14.10
14,14
15.24
16.24
17.3
17.9
17.21
21.5
22.23
22.28
24.8
30.27
33.13
33.20
33.28
34.1
34.12
34.22
34.27
35.1
35.4
35.11
35.18
35.25
Sn1032
Sn1033*;Pet13
a-d)Dhp304;NiddI448;SpkI200;
MpIII36;PsII179;It-aI151;
Dhp-aIII469
cf.It84;ANIV96;NiddI15,16,
363,364;SvI54
Sn1034
Sn1035;Pet17,84;Vism7;Patis-a
I14,218,II447;SpkII253;PsI22;
As351;It-aI110
Sn1036
cf.Pet84 ●
Sn1037
abef)Pet84a-a
c-f)DNI223a-d
cd)SNI13,15,35,60,165;DNI223
18参 照
cf.Th397;SNV277;ANI236
19参 照
Sn1038;SNII47,49,50;Pet85;
Dhp-aIII228
Sn1039
ab)Pet85
24参 照
SNI40
SNI40;Th448
Pet17*cf.SNI181
Dhp293a_d;Th636a_d;Dhp-aIII
452a-a
ab)Pet90
7参 照
MNII74*;Th786*
Dhp131;Dhp-aIII51
b.d)Ud12a-c
Dhp325;Th17;Dhp-aIII265,IV16
cd)Th101
Dhp21;JaV99;Ud-a122;Dhp-aI
228;It-aI81;Dip46
ab)Pet92
Sn33*;SNI6,107f.*;Pet55*
Sn34*;SNI6,108*;Pet55*
SNI109
SNI107
Dhp345;SNI77;Pet25;JaII140;
Dhp-aTV55
cd)Th187
Dhp346;SNI77;JaII140;
Dhp-aIV55
cd)JaIII396;Pet26,216
cf.Th394
a-d)UvXXIX19
MvuI244*
UvIV20a-a;HDhp267a-a;
GDhp340a-a
UvXXX3;HDhp203
UvXXIX13
UvIV1;HDhp14;GDhp
115;Divy46
MvuIII417
McuIII417f.
UvII5;HDhp143;GDhp
169
UvII6;HDhp144;GDhp
170
bにvar.
六 句 偈
ほぼ一致
細部 にvar.
相 当var.
細 部 にvar.
細 部 にvar.
